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異例の経過をたどった令和8年度予算の成立

 4月7日、一般会計歳出総額が122兆3092億円という過去最大規模の令和8
年度当初予算が、参議院本会議において与党などの賛成多数により可決・
成立いたしました。
 今回の予算成立は、参議院予算委員会で賛否が可否同数となり、最終的
に委員長決裁でようやく可決されるという、極めて緊迫した状況下での決
定となりました。本会議においても、日本保守党や無所属議員の賛成を得
ることで、かろうじて成立に至ったのが実情です。
 高市首相による1月23日の通常国会冒頭解散という「無謀」とも言える判
断が、予算審議の開始を大幅に遅らせました。衆議院での審議入りは2月
27日までずれ込み、新年度に予算成立が間に合わないという異例の事態を
招きました。結果として暫定予算による「つなぎ」が必要となり、本予算
の成立が4月にずれ込むのは11年ぶりのこととなります。
 今回の予算審議において、衆議院では10回以上にわたり予算委員長の職
権で審議が強行されるという乱暴な運営が目立ちました。審議時間は2000
年度以降で最短の59時間にまで圧縮され、本来行われるべき分科会も開催
されないなど、議会制民主主義の形骸化が強く懸念されます。一方、野党
が多数を占める参議院では、立憲民主党は、自民党執行部や他の野党との
丁寧な協議を重ね、60時間の審議時間確保を目指しました。

最終的には59時間余りとわずかに
及びませんでしたが、一定の丁寧な
審議は確保できたと考えています。
しかし、高市首相自身の国会出席時
間は、3回の集中審議を含めて10時
間程度にとどまり、過去5年間の前
例と比較しても極めて短いものでし
た。SNSでの発信を重視する一方で、
国会での直接的な対話を避ける首相
の姿勢には、強い不満と疑念を抱か
ざるを得ません。 本会議で予算案に反対票を投じる



中東情勢の緊迫と予算に欠落した「国民の不安」への対応
 予算の内容についても、大きな問題を抱えています。8.7兆円から9兆円規模へ
と膨れ上がった過去最大の防衛費や、使途の不透明な「基金」の積み残しが放置
される一方で、社会保障費の自然増は1500億円も圧縮されています。
何より深刻なのは、昨年12月の閣議決定以降、情勢が激変したことです。米国・
イスラエルによるイラン攻撃に端を発した中東情勢の緊迫化により、ホルムズ海
峡の通行が困難となり、原油価格が高騰しています。ガソリン、軽油のみならず、
プラスチック原料のナフサや輸送費の値上がりは、日本経済全体に深刻な打撃を
与えています。医療現場ではゴム手袋や人工透析用チューブなどの重要物資が不
足し始めており、国民の「命」と「暮らし」が危機にさらされています。
こうした事態を受け、立憲民主党は公明党や中道改革連合とともに、燃油・電

気・ガス料金対策の強化や低所得者層への現金給付、医療機関への支援を盛り込
んだ修正案を提出しましたが、残念ながら政府・与党によって否決されました。
成立した予算は、今そこにある危機に対してあまりに無力です。

後半国会の重要課題：「監視」強化への懸念と憲法論議
7月17日の会期末に向け、特別国会は後半戦に入ります。これからは高市首相

が掲げる「国論を二分する」ような政策が本格的に審議されます。
特に注目すべきは、防衛装備移転三原則の見直しによる殺傷能力のある武器

輸出の容認や、インテリジェンス機能強化を名目とした「国家情報局（あるい
は国家情報会議）」の設置法案です。また、提出が懸念される「スパイ防止法
案」などは、国民を監視下に置くような危うさをはらんでいます。さらに「日
本国国章損壊罪」の創設や衆院議員定数の削減など、戦後の平和国家の在り方
や国民の権利に関わる重要法案が目白押しです。私たちは政府による予算執行
を厳しく監視するとともに、日本の立ち位置を活かした外交努力によって中東
の戦闘を早期に収束させ、ホルムズ海峡の安全を確保するよう強く働きかけて
まいります。
憲法論議についても重要な局面を迎えます。衆議院では自民・維新などの改

憲勢力が3分の2を占めており、前のめりな議論が進む可能性があります。私は
参議院憲法審査会の筆頭幹事として、「憲法を変えることではなく、活かすこ
と」を主眼に、丁寧かつ慎重な論議を主導していく決意です。

5月連休明けから決算委員会が始ま
り、予算の使途を厳しく検証し、次
年度予算に国民の声を反映させます。
国土交通委員会では地域交通、CO2対
策、物流、下水道など重要課題に取
り組み、大分・九州道路や東九州新
幹線の実現、移動手段の確保に全力
を尽くします。
後半国会も、皆様の「命」と「暮

らし」を守り抜くため、全力で臨ん
でまいります。一層のご指導ご鞭撻
をお願い申し上げます。
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